
別紙３ 評価基準 

評価基準 

 

No 評価項目 評価の視点 採点 係数 評価点 

１ 
法人の継続

性と安定性 

・法人としての運営は安定しているか 

・累積欠損がなく、かつ、経営状態は良好であるか 

・コンプライアンス確保の業務執行体制が整備されて

いるか 

10 ×１ 10 

２ レジ機器類 

・利用者が使いやすいものになっているか 

・集計方法や操作性 

・レシートのデザイン等 

・仕様書以外の付加機能等 

10 ×２ 20 

３ 受 注 実 績 過去３年度における国内官公庁の実績 10 ×１ 10 

４ 実 施 体 制 
実施体制に係る人数、協力体制等のほか、業務責任者

の業務の経験年数は適切か 
10 ×１ 10 

５ 
保 守 

サ ポ ー ト 

事故、緊急時の対応について適切な方策が示されてい

るか 
10 ×２ 20 

６ 
キャッシュ

レ ス 決 済 
キャッシュレス決済のブランドの充実度 10 ×１ 10 

７ 
指 定 納 付 

受 託 業 務 

入金サイクルや決済手数料の支払方法等、発注者の要

望に適しているか。 
10 ×２ 20 

８ 導入コスト 価格提案書の額が上限金額を比較して安価であるか 10 ×２ 20 

９ 維持コスト 令和６年度以降のランニングコストは安価であるか 10 ×１ 10 

10 独 自 提 案 

・決済手数料の支払いは窓口（課）ごとに請求書を送

付することができるか。 

・外国人や高齢者、障害者等を初めとした利用者が安

心して決済するための工夫があるか 

・本事業に関しての工夫、その他効果的な独自提案が

あるか。 

10 ×２ 20 

合 計 150 

評価項目ごと、評価の着眼点や配点をもとに、提案内容の優劣に応じて付与する点数の基準を定め

るものとする。 

【採点】 

不十分 やや不十分 普通 やや優れている 優れている 

１ ３ ５ ７ 10 

【採点の目安】 

No 評価項目 不十分 やや不十分 普通 やや優れている 優れている 

１ 
法人の継続

性と安定性 
累積欠損あり 

コンプライア

ンス体制なし 
過去３年の財務諸表により評価 

３ 受注実績 なし 
官公庁実績数 

１～10 

官公庁実績数 

11～50 

官公庁実績数 

50～ 

官公庁実績数

50～ 

かつ県内１～ 



No 評価項目 不十分 やや不十分 普通 やや優れている 優れている 

６ 

キャッシュ

レス決済ブ

ランド 

対象なし 対象なし 仕様書規定 

仕様書規定を

加えブランド

総数 13～20 

仕様書規定を

加えブランド

総数 20～ 

８ 

導入コスト※ － － 
上限額と同額 

～割引 5.0％ 

上限額割引 

5.0 超～15.0％ 

上限額割引 

15.0％超 

※ 提案価格が過度に低価格（上限額の 50％以下）であって、ヒアリング審査により当該価格の理由が

明確でないと評価者が判断した場合には、１点とする。 

１ 提出された企画提案書等を本基準に基づいて評価し、各評価者の評価点合計の計（総合評価点）が

最も高い者を受注候補者とする。 

２  総合評価点の満点は 750 点とする。（評価者１人あたりの最大評価点 150 点×評価者５人） 

３ 450 点（総合評価点の 60％）を最低基準点とし、それ以上の点数を得た者の中から受注候補者を

特定する。最低基準点に満たない提案は失格とする。 

４ 点数が同点になった場合には、次の方法により順位を決定する。 

(1) 評価項目「レジ機器」の点数が高い者を上位とする。 

(2) 前号も同点の場合は、評価項目「保守サポート」が高い者を上位とする。 

５ 評価者がヒアリング審査を欠席する場合には、代理者が対応し、代理者の出席が困難な場合には、

書類審査をもって代える。 

６ 審査結果についての異議申し立ては受け付けない。 


